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１、雇用情勢について 
厚生労働省が８月２８日発表した７月の全国の

有効求人倍率（季節調整値）は、０・０２ポイン

ト上昇の１・２１倍となり、２ヶ月ぶりに改善し

ました。１９９２年２月以来、２３年５ヶ月ぶり

の高水準。正社員だけの有効求人倍率は前月と同

じ０・７５倍でした。 

一方、総務省が同日発表した７月の労働力調査

（同）では、完全失業率が前月比０・１ポイント

低下の３・３％となり、３ヶ月ぶりに改善しまし

た。 

有効求人倍率の改善を受け、厚労省は７月の雇用

情勢判断を１年６ヶ月ぶりに引き上げ、「着実に

改善が進んでいる」に改めました。地方の求人倍

率も改善しており、都道府県別では最高が東京都

の１・７６倍、最低は埼玉県と沖縄県の０・８４

倍でした。 

有効求人倍率は、求職者１人当りに企業から何件

の求人があったかを示す指標。求人数の増加が続

く一方、採用増を受けて求職者数は減少している

ため、改善傾向が持続しています。 

業種別の新規求人数は、少子高齢化で人材不足が

続く医療・福祉や、訪日外国人の増加が追い風の

宿泊業・飲食サ―ビス業で増えています。 

また、総務省によると、失業率低下は、倒産など

による非自発的離職が減っていることが理由。 

非自発的離職者は前月比３万人減の６１万人で、

比較可能な２００２年１月以降では最低となり

ました。 

７月の完全失業者数は前月比２万人減の２２０

万人、就業者数は１３万人減の６３７８万人。 

働く意思のない人や、病気などで就業できない人

を合わせた非労働力人口は８万人増の４４７０

万人。非正規の職員・従業者数は前年同月比１７

万人増の１９５６万人でした。 

＊九州各県と山口県の有効求人倍率 

 福岡１・１４、佐賀０・９２、長崎０・９７ 

 熊本１・１１、大分１・０５、宮崎１・０４ 

鹿児島０・８６、沖縄０・８４、山口１・２４ 

 

２、安保法案の廃案を求める市民集会 
９月６日 １４時から小倉の勝山公園で福岡県

弁護士会主催の安保法案廃案をもとめる市民集

会が行なわれ４０００人が集まりました。 

この集会にＪＭＩＵ福岡地本から２０人を超え

る参加で、ハンドマイクを持ち込み、「９条壊す

な、憲法守れ」「強行採決絶対反対」「戦争法案憲

法違反」とコ―ルしながら小倉駅までデモ行進し

ました。JMIU 福岡地方本部からの参加は八幡戸

畑地域支部８人、安川合同支部９人、をはじめ

TOTO 支部、門司小倉地域支部、鉄鋼支部、遠く

田川地域支部からでした。 

 JMIU 八幡戸畑地域支部 
安倍副委員長の投稿 

「今日は福岡県弁護士会の主催で憲法違反の安保法

案の廃案を求める北九州市民集会』(14 時開催)が福

岡県北九州市小倉北区の勝山公園で行われました。 

中川五郎さんのライブではじまり国会議員の緒方林

太郎さん(民主党衆院議員)、田村貴昭さん(日本共産

党衆院議員)、吉川元さん(社会民主党衆院議員)のア

ピールの紹介と若者、母親、労働者、宗教者、教員

など市民の方のアピールを紹介したあと JR 小倉駅

前までパレードを行いました。今までにこんなこと

は、なかったのですが、各皆さんの熱気のこもった

訴えを聞いて、目から涙がこぼれそうになりました。 

それと、これから自分自身ができる範囲で多くの市

民の方々に、この法案の危険さを強くアピールして

いかなければ、いけないな～と感じましたね。こん

なデタラメな法案を廃案にしていくよう皆さんと力

を合わせて声をあげて行きましょうよ！」 


